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　The annual events which all subjects have experienced were New Year’s Day, the 
day before the calendrical beginning of spring, Christmas, and New Year’s Eve.  The 
annual events female college students and their parents seldom experience were spring 
festivals and the Chrysanthemum Festival.  The parents who eat with others carefully 
had a lot of experience of Vernal Equinox and autumn festivals.  On the other hand, 
as children, there was a lot of experience of the Autumnal Equinox.  Those who eat 
together with others carefully not only recognize various annual events, but it was 
suggested that participation in an event increases.















































の親（調理担当者）30 組、合計 60 名とし
た。親の年齢は 40 歳代が 9 名、50 歳代が
21 名であった。
2．調査方法






















土用の丑 98.3%、冬至 98.3%、上巳 96.7%、
春分の日 95.0%、端午の節句 95.0%、秋分





















は、親 60.0%、子 50.0% であり、親子で差
はみられなかった（表 3）。家族や友達との夕
食の共食頻度において、週に 4, 5 日以上の人















































































4） 平成 23 年 2 月日本調理科学会「調理文
化の地域性と調理科学」特別研究委員









































当者）30 組、合計 60 名を対象とし、17 の
年中行事の認知・経験と共食との関連を調
査した。
　対象者全員が、認知・経験していた行事
は、正月、節分、クリスマス、大晦日であっ
た。親子ともに、認知度、経験度が低い行
事は、春まつりと重陽の節句であった。
　共食を大切にする人は、親では春分の日、
秋まつりの経験が有意に多く、冬至の経験
が多い傾向があった。子では秋分の日が認
知度・経験度ともに有意に多かった。共食
を大切にする人は、年中行事の認知数が親
では有意に多く、子では多い傾向があった。
共食を大切にする人は行事を認知している
だけでなく、様々な行事経験が多くなるこ
とが示唆された。
